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	スライド 1: 当地域では救急搬送全体に占める転院搬送（医療機関から医療機関の救急搬送）の割合が全国平均に比べ非常に高い状況です。※1 転院搬送の増加は消防機関の救急車需要がひっ迫している一因と考えられています。  ※1「 全救急搬送人員に占める転院搬送の割合」        このような状況に対し、医療機関が所有する救急自動車の有効活用※2が国から提唱されています。  ※2「転院搬送における救急車の適正利用の推進について」（令和7年6月30日　消防救第217号 医政発0630第6号）  当院のドクターカー

